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平
安
時
代
中
期
に
醍
醐
天
皇
の
皇

女
、
勤き
ん
し
な
い
し
ん
の
う

子
内
親
王
が
、
源
み
な
も
と
の
し
た
ご
う

順
に

編
纂
さ
せ
た
日
本
最
初
の
分
類
体
漢
和
字
書

『
倭わ
み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
う
し
ょ
う

（
和
）
名
類
聚
鈔
』
の
中
に
見
ら
れ
ま
す
。

三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
『
倭
名
類
聚
鈔
巻
八
』
の
復
刻
本
を
見
る

と
、
現
在
の
三
原
市
東
部
に
当
た
る
地
域
が

「
柞み
は
ら
ご
う

原
郷
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
時
代
に
小
早
川
氏
が
関
東
か
ら

こ
の
地
に
来
た
頃
に
は
、
現
在
の
沼

田
川
下
流
域
一
帯
は
本
郷
付
近
ま
で
海
水
が

入
り
込
み
、
小
島
が
点
在
す
る
浅
い
海
の
状

態
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
郷
町

に
「
高
山
城
」
を
築
い
た
と
さ
れ
る
小
早
川

茂
平
は
、
沼
田
川
下
流
の
遠
浅
の
海
や
湿
地

帯
の
開
発
を
始
め
ま
し
た
。

　『
小
早
川
家
文
書
』
な
ど
に
は
、
安
直
方

「
み
は
ら
」と
い
う
地
名
は

い
つ
ご
ろ
登
場
す
る
の
？

Q.Q. A.

潟
嶋
新
田
、
安
直
塩
入
新
田
、
新
開
、
中
新

開
、
市
後
新
田
、
木
々
津
新
田
、
本
郷
塩
入

本
新
田
な
ど
の
地
名
や
、
塩
入
堤
、
塩
入
荒

野
、
塩
入
市
場
、
開
発
新
田
な
ど
と
多
数
記

さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
小
早
川
氏
が
干
拓
や
埋
め
立
て
に
よ
っ
て

新
田
開
発
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。
三
原
湾
の
干
拓
は
、
江
戸
時
代
以
降
、

浅
野
氏
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

A.
三
原
市
は
、昔
は

海
だ
っ
た
っ
て
本
当
？

Q.

日本考古学協会会員。三原考古学研究所主宰。
三原城研究会、みはら郷土文化研究会代表。三原市
歴史民俗資料館スタッフ。

倭名類聚鈔の「柞原」部分。片仮名で「ミハ
ラ」、漢字で「美波良」と読んでいる

江戸時代初期から1965年までの干拓
事業を記録した地図。「小学生の郷土
史 田野浦村のQ＆A」より

こ
の
秋
は「
勉
学
の
秋
」を
極
め
て
み
よ
う
！
　
も
ち
ろ
ん
テ
ー
マ
は「
ミ
ハ
ラ
ッ
セ
」、三
原
市
と
世
羅
町
だ
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
地
元
の
話
が
満
載
。読
み
終
わ
る
頃
に
は
誰
か
に
教
え
た
く
な
る
か
も
!?

ミ
ハ
ラ
ッ
セ
の
豆
知
識

歴

　史

だ
る
ま

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ

梨

韋
駄
天

福井万
かずゆき

千さんに教わる

三原の歴史

三原市歴史民俗資料館 もっと知りたい

勉学の
秋

3

国
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
る
、

県
内
最
古
の
寺
院
跡
に

つ
い
て
教
え
て
！

Q.
飛
鳥
時
代
後
半（
白
鳳
期
）の
県
内

最
古
の
古
代
寺
院
跡
が
、
本
郷
町

下
北
方
に
あ
る
「
横よ
こ
み
は
い
じ

見
廃
寺
跡
」
で
す
。

１
９
７
８
年
に
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

A.

豪
族
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
沼
田
地
域
の
有

力
支
配
者
の
家
族
墓
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。巨
大
な
石
室
は
常
時
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

糸
崎
周
辺
の
海
は
深
く
、
船
で
貿
易

が
で
き
る
と
い
う
地
の
利
が
あ
り
ま

し
た
。
１
８
９
２
年
、
現
在
の
糸
崎
駅
は
山

陽
鉄
道
の
終
着
駅
と
し
て
「
三
原
駅
」
の
名

前
で
開
業
。
そ
の
後
、
山
陽
鉄
道
が
広
島
駅

ま
で
開
通
し
て
現
在
の
三
原
駅
が
で
き
、
駅

名
は
「
糸
崎
駅
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
糸
崎
駅
に
は
「
糸
崎
機
関
区
」
が
置
か
れ
、

新
幹
線
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

列
車
が
停
車
す
る
主
要
駅
と
し
て
活
躍
。
こ

の
た
め
、
広
い
構
内
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
山
陽
本
線
八
本
松
駅
〜
瀬
野
駅
間
に

あ
る
急
こ
う
配
の「
瀬
野
八
」を
登
る
た
め
、

燃
料
で
あ
る
石
炭
や
水
を
補
給
す
る
駅
と
し

て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

A.
ど
う
し
て
糸
崎
駅
は
、

三
原
駅
や
尾
道
駅
な
ど
と

比
べ
て
広
い
の
？

Q.

A.

１
９
７
１
年
に
始
ま
っ
た
発
掘
調
査
で
は
、

飛
鳥
時
代
の
檜ひ
の
く
ま隈
寺で
ら

跡
（
奈
良
県
）
出
土
の

い
わ
ゆ
る
火か
え
ん
も
ん
つ
き
た
ん
べ
ん
の
き
ま
る
が
わ
ら

炎
文
付
単
弁
軒
丸
瓦
の
同
ど
う
は
ん
が
わ
ら

笵
瓦

や
、
法
隆
寺
若
草
伽が
ら
ん藍

跡
（
奈
良
県
）
出
土

の
忍に
ん
と
う
も
ん
の
き
ま
る
が
わ
ら

冬
文
軒
丸
瓦
に
よ
く
似
た
文
様
の
瓦

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
が
出
土
。「
忍
冬

文
軒
丸
瓦
」
は
三
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
く

だ
さ
い
。

横
見
廃
寺
の
約

２
０
０
ｍ
西
に

あ
り
、
６
世
紀
末
頃
の

古
墳
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
全
長
13
・
1
ｍ
、

幅
２
・
９
ｍ
、
高
さ

４
・
２
ｍ
と
、
広
島

県
最
大
級
の
横
穴
式

石
室
を
有
し
、
巨
石

を
積
み
重
ね
た
規
模
の

大
き
さ
か
ら
、
畿
内
の

県
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
る

梅ば
い
き
ひ
ら
木
平
古
墳
に
つ
い
て

知
り
た
い
。

Q.

忍冬文軒丸瓦
三原市歴史民俗資料館
☎ 0848-62-5595
　 三原市円一町 2-3-2
　   9：30～ 17：00
休み／月曜（祝日の場合は翌日）、  年末年始
入館料／無料

ミハラッセの豆知識

三原の歴史が
分かるように

、

時代順に資料
が展示されて

います
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平
安
時
代
の
８
０
５
年
に
、『
類
る
い
じ
ゅ
う聚

三さ
ん
だ
い
き
ゃ
く

代
格
』
と
『
日
本
後
紀
』
の
中
で

初
め
て
登
場
し
、「
世
羅
郡
で
は
年
貢
を
鉄

で
納
め
た
」
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
由
来
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
川
の
水
の
源
と
な
る
地
域
だ
と
い
う

「『
せ
せ
ら
ぎ
』
が
変
化
し
た
説
」、「
世
羅
」

と
国
名
が
似
て
い
る
古
代
朝
鮮
半
島
の
新し
ら
ぎ羅

王
朝
か
ら
亡
命
者
が
住
み
着
い
た
「
半
島
か

ら
の
渡
来
人
説
」、
特
産
だ
っ
た
「
稲せ

」
＝

「
世せ

」、
絹
糸
で
編
ん
だ
織
物
を
意
味
す
る

「
羂ら

」
＝
「
羅ら

」
を
著
し
て
い
る
「
特
産
物
表

徴
説
」、
弥
生
時
代
に
大
和
政
権
が
吉
備
国

を
平
定
し
た
の
ち
に
派
遣
さ
れ
た
地
方
長
官

の
名
前
「『
世せ
ら
ひ
こ
の
み
こ
と

良
彦
命
』
に
由
来
す
る
説
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
世
羅
郡
世
羅
町
甲
山
お
よ

び
西
上
原
の
一
部
は
、
江
戸
期
に
は
「
甲
山

な
ぜ「
世
羅
」っ
て

い
う
の
？

Q.A.A.
「
世
羅
町
」に
な
る
ま
で
の

変
遷
は
？

Q.

A. 町
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
明
治
期
に
町
村
制

施
行
に
よ
り
甲
山
町
、
小
世
良
村
、
西
上

原
両
村
が
「
甲
山
村
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
町
政
施
行
で
の
「
甲
山
町
」
を
経
て

１
９
５
５
年
の
合
併
に
よ
り
改
め
て
甲
山
町

に
、２
０
０
４
年
に
世
羅
郡
世
羅
町
、甲
山
町
、

世
羅
西
町
の
三
町
が
合
併
、現
・「
世
羅
町
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

平
家
が
滅
亡
し
、
鎌
倉
幕
府
が
始

ま
っ
た
頃
の
１
１
８
６
年
、
現
在
の

世
羅
町
に
あ
っ
た
中
世
の
荘※

園
「
大お
お
た
の
し
ょ
う

田
庄
」

は
、
戦
死
者
供
養
の
た
め
の
財
源
を
生
み
出

す
た
め
、
和
歌
山
県
の
高
野
山
根
本
大
塔
の

領
地
と
な
り
ま
し
た
。
高
野
山
は
空
海（
弘

法
大
師
）
が
修
禅
の
道
場
と
し
た
場
所
で
、

根
本
大
塔
は
、
空
海
が
道
場
と
し
て
建
て
た

塔
の
こ
と
。
以
後
は
、
高
野
山
を
本ほ
ん
け
し
き

家
職
と

す
る
荘
園
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
高

野
山
は
大
田
庄
の
あ
っ
た
地
に
、
西
の
別
格

本
山
と
し
て
、
総
括
的
役
割
を
持
つ
政
所
寺

院
を
建
立
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
今
高
野
山

の
寺
々
で
す
。
※
「
荘
園
」
は
「
庄
園
」
と
も
書
く
。

県
史
跡「
今
高
野
山
」の

成
り
立
ち
を
教
え
て
！

Q.

A.
「
今
」
と
い
う
字
に
は
「
新
し
い
」
と

い
う
意
味
が
あ
る
ん
で
す
。「
新
・

高
野
山
」「
新
し
い
高
野
山
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
ね
。「
今
」
に
続
け
て
、
本
山
と
同

じ
「
高
野
山
」
と
名
が
付
く
こ
と
か
ら
、
全

国
の
高
野
山
の
領
地
の
中
で
も
一
目
置
か
れ

て
い
た
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
今
高
野
山
」の「
今
」に
は

何
か
意
味
が
あ
る
の
？

Q.

世羅町教育委員会事務局 社会教育課主査兼学芸員、せら
にしタウンセンター主査。今高野山の境内にある歴史資
料館「世羅町大田庄歴史館」の改修に関わっている。

紅葉に包まれる今高野山龍華寺

林 光輝さんに教わる

 世羅の歴史

世羅町教育委員会事務局世羅町には、
「世羅さん」「世良さん」は
住んでいないんです！
（2021年6月末現在）
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今
高
野
山
龍
華
寺
の
２
体
の
木
造

十
一
面
観
音
立
像
は
国
の
重
要
文

化
財
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ケ
ヤ
キ
材
と
セ
ン
ダ
ン

材
の
一
本
造
り
で
す
。
い
ず
れ
も
平
安
中

期
に
当
た
る
藤
原
時
代
初
期
の
秀

作
で
、
左
右
対
称
で
は
な
く
、

腰
を
わ
ず
か
に
ひ
ね
り
、

右
膝
を
わ
ず
か
に
屈
し
た
、

よ
り
人
間
に
近
付
い
た
様
相
が
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
１
度
、
８
月
20
日

に
開
帳
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
高
野
山
の
元

鎮
守
で
あ
っ
た
丹
た
ん
じ
ょ
う生

神
社
に
伝
わ
る
木
造

獅
子
頭
も
国
の
重
要
文
化
財
で
、
鎌
倉
時

代
の
貴
重
な
も
の
で
す
。
大
田
庄
歴
史
館

で
期
間
限
定
で
公
開
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

世
羅
に
あ
る

重
要
文
化
財
に
つ
い
て

知
り
た
い
！

Q.A.

重要文化財
木造十一面観音立像
伝春日仏師 作（ケヤキ材、高さ1.7ｍ）
仏の眉間の上に生えているとされる白い毛「白毫
（びゃくごう）」には水晶が使われ、頭に載ってい
る天冠台、体に巻かれた細長い条帛（じょうはく）、
天衣（てんね）などが刻まれている

重要文化財
木造十一面観音立像
伝空海（弘法大師） 作
（センダン材、高さ1.8ｍ）
白毫には水晶が使われ、頭に
載っている天冠台、宝飾を結
ぶ冠帯、胸飾、条帛、天衣など
が刻まれている

重要文化財　木造獅子頭
下顎の裏に、国内にある獅子頭としては、三重
県の伊奈富神社獅子頭（1280年）に次ぐ「正安3
（1301）年辛丑」の記年銘などがある

ミハラッセの豆知識

世羅町大田庄歴史館
☎ 0847-22-4646
　 世羅郡世羅町甲山 159
　   10：00～ 17：00
休み／火～木曜、年末年始
入館料／ 210円、中学生以下 100円、
※世羅町内の高校生以下無料

10月1日 リニューアルオープン！



ミハラッセの豆知識

「日本
一のだ

るま」
は

現在4
代目。

高さ3
.9m、

重量約
500k

g
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市内の歴史愛好家が1991年に設立した「みは
ら歴史と観光の会」で事務局長を務める。郷
土史の探査や史跡の整備など、精力的に活動。

鈴木健次さんに教わる

だるま

みはら歴史と観光の会

江
戸
時
代
、
三
原
の
城
下
町
に
住
む

下
級
武
士
が
内
職
と
し
て
作
り
始
め

た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な

が
ら
そ
れ
を
示
す
文
献
が
残
っ
て
い
な
い
の

で
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
一
時
は
途
絶
え
て
い
た
三
原
の
だ
る
ま
で

す
が
、
歴
史
や
郷
土
史
を
研
究
し
、
小
学
校

で
校
長
を
さ
れ
て
い
た
久
保
等
さ
ん
が
、
卒

業
生
へ
の
贈
り
物
と
し
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

伊
勢
神
宮
を
祭
る
「
神
明
祭
り
」
は
、

室
町
時
代
末
期
に
日
本
全
国
に
広
ま

り
ま
し
た
。
三
原
で
も「
神
明
市
」が
始
ま
り
、

全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
露
店
が
集
ま
る
大
き

な
祭
り
に
成
長
。
１
９
５
０
年
ご
ろ
に
「
だ

る
ま
く
じ
」
が
販
売
さ
れ
、
売
り
場
の
目
印

と
し
て
日
本
一
と
書
い
た
大
だ
る
ま
を
設
置
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
全
国
の
露
店
や
町
内
会

三
原
の
だ
る
ま
は
、

い
つ
ご
ろ
か
ら

作
ら
れ
て
い
る
の
？

Q.Q.
三
原
神
明
市
が

「
だ
る
ま
市
」と

呼
ば
れ
る
の
は
な
ぜ
？

Q. A.

Q.

A.

三
原
市
公
式

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
っ
さ
だ
る
マ
ン
」

も
、
だ
る
ま
を
販
売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
神
明
市
当
日
は
、
干
支
だ
る
ま
や

タ
コ
だ
る
ま
な
ど
、
個
性
豊
か
な
だ
る
ま
が

所
狭
し
と
並
び
ま
す
。

三
原
だ
る
ま
の
特
徴
は
４
つ
。

①
「
願
い
が
成
る
」
よ
う
小
石
や
鈴

を
入
れ
て
あ
っ
て
音
が
鳴
る
こ
と
、
②
豆
絞

り
の
手
ぬ
ぐ
い
を
巻
い
て
い
る
こ
と
、
③
最

初
か
ら
目
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
④
転
ん

で
も
必
ず
起
き
上
が
る
こ
と
、
で
す
。

縁
起
が
い
い
で
す
よ
ね
。

制作中のタコだるま

A.
三
原
の
だ
る
ま
の

特
徴
を
教
え
て

Q.

「
三
原
神
明
市
」に
登
場
す
る

日
本
一
の
大
だ
る
ま
を

イ
メ
ー
ジ
し
た

三原だるま工房
☎ 0848-67-5877（うきしろロビー観光案内所）
　 三原市城町 1-1-1
　   9：00～ 18：00
　面相描き体験／月・水曜 13：00～ 16：00、土曜 10：00～ 12：00
　※祝日は除く、要予約。体験料 600円
休み／年末年始
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ミハラッセの豆知識

せら県民公園管理責任者、せら夢公園自然観察
園主任、ヒョウモンモドキ保護の会副事務局長。
自然豊かな世羅の保全活動に力を注ぐ。

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
は
タ
テ
ハ
チ
ョ

ウ
科
に
属
す
チ
ョ
ウ
で
す
。
別
グ

ル
ー
プ
の
ド
ク
チ
ョ
ウ
亜
科
の
ヒ
ョ
ウ
モ
ン

チ
ョ
ウ
と
見
た
目
が
よ
く
似
て
い
る
の
で

「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
三
原
市
と
世
羅
町
だ
け
に
生
息
し
、

７
月
頃
、
キ
セ
ル
ア
ザ
ミ
の
葉
に
産
卵
。
幼

虫
は
そ
の
葉
を
食
べ
て
成
長
し
、
８
月
頃
か

ら
動
か
な
く
な
り
、
集
団
で
越
冬
し
ま
す
。

３
月
頃
に
目
覚
め
る
と
、
再
び
キ
セ
ル
ア
ザ

ミ
の
葉
を
エ
サ
と
し
て
成
長
し
、
５
月
末
〜

６
月
に
羽
化
。
チ
ョ
ウ
に
な
る
と
、
主
に
ノ

ア
ザ
ミ
の
蜜
を
吸
い
ま
す
。

絶
滅
危
惧
種
の

「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
」

に
つ
い
て
教
え
て
！

Q.

保
護
活
動
に
つ
い
て

知
り
た
い
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

Q.

A.

三
原
と
世
羅
に
し
か

い
な
い
の
は
な
ぜ
？

ど
う
し
て
絶
滅
危
惧
種
に

な
っ
た
の
？

Q.
こ
の
地
域
に
は
湧
水
が
多
く
、
幼
虫

の
エ
サ
と
な
る
キ
セ
ル
ア
ザ
ミ
の
生

育
に
適
し
た
湿
地
が
広
く
点
在
し
、
田
ん
ぼ

の
周
囲
に
は
た
く
さ
ん
の
ノ
ア
ザ
ミ
が
花
を

咲
か
せ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、
開
発
や
農
地
の
整
備
な
ど
に
よ
っ
て

キ
セ
ル
ア
ザ
ミ
や
ノ
ア
ザ
ミ
が
育
つ
場
所
が

少
な
く
な
っ
た
た
め
、
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ

も
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
、「
絶
滅

危
惧
I
Ａ
類
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

A.

「
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
保
全
地
域
協

議
会
」
が
、
生
息
地
の
草
刈
り
や
調

査
、
研
究
、
勉
強
会
の
ほ
か
、
せ
ら
夢
公
園

敷
地
内
に
あ
る
「
自
然
観
察
園
」
の
ハ
ウ
ス

の
中
で
、
飼
育
、
繁
殖
な
ど
の
保
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
は
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
モ
ド
キ
保
護
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
キ
セ
ル
ア
ザ
ミ
や
ノ
ア
ザ
ミ

を
踏
み
つ
け
た
り
採
取
し
た
り
せ
ず
、
生
息

地
の
自
然
を
共
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

A.
キセルアザミ

ヒョウモンチョウの中でも世羅でよく見られるツ
マグロヒョウモン

ヒョウモンモドキ

延安 勇さんに教わる

ヒョウモンモドキ

せら夢公園自然観察園

ヒョウモンモドキヒョウモンモドキドキ

世羅高原の豊かな自然やワインが楽しめる！
せら夢公園
☎0847-25-4400
　 世羅郡世羅町黒渕 518-1
　   9：00～ 17：00（冬期 10：00～ 16：00）
休み／ 3・6～ 8・11・12月は火曜、
　　　 1・2月は火、水曜（祝日の場合は翌日）
入館料／入園無料



世羅幸水農園 ビルネ・ラーデン
☎ 0847-25-0174
　 世羅郡世羅町本郷 365-24
　   8：00～ 17：00
　（ビルネ・ラーデンは夏季～ 17：30）
休み／ 1月～ 3月上旬の水曜、年末年始
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世羅幸水農園販売部長。世羅幸水農園直営
「ビルネ・ラーデン」で梨のほか、世羅産の果実、
特産物、ワインなどの加工品を販売している。

光元秀和さんに教わる

梨

世羅幸水農園

１
９
６
３
年
、「
稲
作
に
加
え
、も
う

一
つ
軸
と
な
る
生
産
物
を
作
り
た

い
」
と
考
え
、
世
羅
の
農
家
26
戸
が
農
事
組

合
法
人
と
な
り
、
梨
の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

標
高
が
高
く
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
世

羅
の
気
候
は
、
梨
栽
培
に
最
適
だ
っ
た
の
で

す
。
最
初
に
手
掛
け
た
の
は
、
栽
培
に
手
間

が
か
か
ら
な
い
無
袋
栽
培
の
赤
梨
で
し
た
。

ど
う
し
て
梨
は

世
羅
の
名
産
に

な
っ
た
の
？

Q.Q. A.

主
に「
愛あ
い
か
ん
す
い

甘
水
」「
新
水
」「
幸
水
」「
豊

水
」「
あ
き
づ
き
」「
南
水
」「
新に
い
た
か高
」「
新

星
」「
王お
う
し
ゅ
う秋」「
豊ほ
う
げ
つ月
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

８
月
初
旬
に「
愛
甘
水
」が
収
穫
期
を
迎
え
、

10
月
半
ば
に「
豊
月
」
が
収
穫
さ
れ
る
ま
で
、

世
羅
に
は
た
く
さ
ん
の
梨
が
お
目
見
え
し
ま

す
。
収
穫
時
期
が
少
し
ず
つ
ず
れ
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
品
種
を
植
え
る
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

梨
の
苗
は
、
３
年
目
く
ら
い
か
ら
実

を
付
け
、
５
年
目
く
ら
い
に
は
出
荷

で
き
る
サ
イ
ズ
の
実
が
な
り
ま
す
。
梨
の
安

定
し
た
収
穫
の
た
め
に
は
、
樹
の
根
腐
れ
を

防
ぎ
、
害
虫
か
ら
守
っ
て
や
る
こ
と
が
大
切
。

日
々
の
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
７
年
前
か

ら
新
た
な
剪
定
方
法
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

枝
が
強
く
な
り
収
穫
量
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

今
、世
羅
で
は

ど
ん
な
品
種
が

栽
培
さ
れ
て
い
る
の
？

Q.A.A.
お
い
し
い
梨
を

届
け
る
た
め
の
努
力
や

工
夫
を
教
え
て
！

Q.

こ
れ
か
ら
も
技
術
力
向
上
に
励
ん
で
お
い
し

い
梨
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ミハラッセの豆知識

幸水

豊月

幸水農園で
最古の梨の

木は、

樹齢60年
以上！

いまも現役
です！
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修善院住職、佛通寺（三原市）宗務総長を務める。世羅
高校陸上部OBでもあり、世羅高陸上部員が修善院に
早朝坐禅に訪れるなど交流が続いている。

神田敬州さんに教わる

俊足の神様 韋
い

駄
だ

天
てん

修善院

ミハラッセの豆知識

世
羅
町
の
高
台
に
あ
る
修
善
院
に

は
、
俊
足
の
神
様
「
韋
駄
天
」
を
お

祭
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
世
羅
高
校

は
も
ち
ろ
ん
、
数
多
く
の
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど

が
健
脚
を
願
っ
て
参
拝
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
シ
ュ
ー

ズ
が
奉
納
さ
れ
て
い
て
、
な
か
に
は
マ
ラ

ソ
ン
の
高
橋
尚
子
さ
ん
、
野
口
み
ず
き
さ

ん
、
ロ
ザ
・
モ
タ
さ
ん
、
君
原
健
二
さ
ん
、

有
森
裕
子
さ
ん
、
４
０
０
Ｍ
リ
レ
ー
の
朝
原

宣
治
さ
ん
、
山
縣
亮
太
さ
ん
な
ど
、
オ
リ
ン

高
校
駅
伝
の
強
豪
・

世
羅
高
校
の
あ
る
世
羅
町
に
は
、

足
の
速
い
神
様
が

祭
ら
れ
て
い
る
っ
て
ホ
ン
ト
？

Q.A.

ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち
の
シ
ュ
ー
ズ
も
。

こ
れ
ら
は
韋
駄
天
講
の
日
以
外
は
原
則
非
公

開
で
す
が
、
２
週
間
以
上
前
に
電
話
予
約
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
し
て
お
見

せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
。

修
善
院
の
韋
駄
天
は
、
風
水
思
想
に

基
づ
き
、
境
内
の
西
の
一
隅
か
ら
真

東
に
、
京
都
と
比
叡
山
の
方
角
に
向
か
っ
て

合
掌
し
て
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
唯

一
、
屋
外
に
奉
ら
れ
る
石
像
の
韋
駄
天
像
で

も
あ
り
、
い
つ
で
も
お
参
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

修善院
☎ 090-7910-1262
（または 0847-22-4400
  世羅町観光協会）

　 世羅郡世羅町本郷 1238
※奉納シューズの特別拝観を希望
する場合、２週間以上前に要予約。
拝観料 500円（高校生以下無料）

修
善
院
の
韋
駄
天
像
に

特
徴
は
あ
り
ま
す
か
？

Q.A.

毎年11月第2土曜の午後に「韋駄天講くつ供養祭」が営まれ、奉納シューズが一般公開される
韋駄天さまは仏法の守護神で、捷疾鬼（しょうしつき）
という足の速い鬼が、お釈迦さまの遺骨（仏舎利）を
奪って逃げたとき、韋駄天さまが追いかけ取り戻し
た俗伝から、「俊足の守護神」として知られるように
なったといわれます。そこから足の速い人を「韋駄天」
と呼ぶようになりました。また、「ご馳走（ごちそう）」
の「馳走」とは「馳せ走る」という意味。韋駄天さまが
人びとのために走り回って日々の糧と幸福を集め
たことから、食糧の生産や運搬、調理などの食物へ
感謝を表す言葉として「ごちそうさま」という言葉
が生まれたといわれています。

修善院に奉納されている世界の
トップアスリートたちのシューズ
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